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研究成果の概要（和文）：研究目的は，防災・エネルギー・リスク評価リテラシー育成を重視した，科学・技術連携カ
リキュラムの開発である。主要な成果を３点に集約する。(1)現行中学校学習指導要領に準拠し，STEM（科学・技術・
エンジニアリング・数学）/STEAM（STEM＋アーツ）カリキュラムを開発した。(2)2014年３月のITEEA（国際技術エンジ
ニア教育者学会）年次総会に参加し，STEM教育実践の最新事情を紹介した。(3)科学・技術イノベーションとガバナン
スと，STEM教科固有と一般的な問題解決学習プロセスの連携を重視した，STEM/STEAMカリキュラムの概念的枠組みにつ
いて提案した。

研究成果の概要（英文）：This study researched the curriculum research and development regarding 
“Science, Technology, Engineering, Arts and Mathematics (STEM)/(STEAM)” from the view of disaster 
prevention, energy and risk assessment literacy. The result are summarized as follows:
(1)This study proposed the coherent technology curriculum for 7th -9th grades referred to the current 
national curriculum standards to focus on inter cross-curricular among STEM/STEAM educational themes and 
intra cross-curricular among each technology objects. (2)This research reported the current practical 
studies and issues on STEM/STEAM links in the 76th ITEEA (International Technology and Engineering 
Educators Association) annual conference on March 27-29, 2014. (3)This study suggested the conceptual and 
coherent frameworks on the STEM/STEAM related to scientific and technological innovation and governance. 
This study also proposed stronger relation between STEM and general problem solving learning processes.

研究分野：技術科教育

キーワード： STEM教育　STEAM教育　エンジニアリング教育　デザインと技術教育　リスク評価リテラシー　技術ガバ
ナンス　技術イノベーション　コンピューテーショナル思考
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１．研究開始当初の背景 
ITEEA（International Technology and Engineering 

Educators Association：国際技術・エンジニアリング

教育者学会）の前身である ITEA(International 

Technology Education Association) が2000 年に刊

行した幼稚園から第 12 学年の技術リテラシ

ーのための内容スタンダードでは，「リスク

評価リテラシー」を初等中等教育段階で系統

的に育成することを重視している（ITEA, 

2000; ITEA, 2003）。リスク評価リテラシー

とは，科学・技術が社会や環境に果たしてい

る役割と光と影の影響を検討し，適切に評

価・活用する能力をいう。ITEEA は，技術

イノベーション力育成のために，  STEM

（ Science, Technology Engineering and 

Mathematics）教育（Bybee, 2010: p.996）

プロジェクトを推進している。 

一方，先行研究では，理科や算数数学で習

得した知識・技能を活用し，課題を探究する

活動として，教科横断的なものづくり学習が

有効であることが，本研究代表者・同分担者

らと協働して研究した文部科学省研究開発

学校の６年間の先行研究で報告した(東京都

大田区立矢口小学校・同区立安方中学校・同

区立蒲田中学校, 2007; 新潟県三条市立下田

中学校・長沢小学校・荒沢小学校, 2009; 磯

部・山崎，2013）。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，初等中等教育段階を一貫

した「防災・エネルギー」と「リスク評価」

リテラシーと，科学・技術イノベーション力

を育成するために，科学・技術関連教科等が

相互連携したカリキュラムの開発及び，実践

によるカリキュラム評価と改善を検討する

ことである。 

 

３．研究の方法 

研究方法は，「比較カリキュラム研究」と

「教育実践研究」の２テーマに大別される。

「比較カリキュラム研究」は，技術科教育分

野（山崎・大谷・磯部），理科・科学教育分

野（人見），数学科教育分野（二宮）の３分

野から研究を進展させた。特に，代表者の山

崎と分担者の大谷は，ITEEAの STEMプロ

ジェクトのカリキュラムパッケージの既入

手情報を，他の研究分担者等との共有化を図

ると共に，未入手のカリキュラムパッケージ

をはじめとした情報の入手と分担者等との

共有化に努めた。「教育実践研究」では，主

としてＮ県内公立中学校にて，研究協力者が

実践研究を行い，研究代表者と研究分担者が，

各々の教科教育学の専門性を生かしながら，

構想と実践・評価・改善に参画した。 

 

４．研究成果 

(1)2013, 2014, 2015の各年度で，研究成果

報告書冊子体及びインターネットで同成果

報告書を公開した。URLは，以下の〔その他〕

に明記した。 

(2)2013年度研究第１年次報告書 

研究１年次の 2014 年３月に，アメリカで

開催された ITEEAの第76回年次大会に参加

し，国外の STEM 教育の現状について，科

学・技術・エンジニアリング連携カリキュラ

ムの開発の視点から調査報告を行った。調査

の結果，科学・技術・エンジニアリング教育

連携カリキュラム開発と実践に関しては，豊

富な先行研究と実践が主としてアメリカや

イギリスなどで展開されていることが明ら

かになった。一方，数学教育を前面に取り入

れた研究発表はほとんど見られなかった。 

さらに，研究１年次報告書では，文部科学

省（2011）の『評価規準の作成，評価方法等

の工夫・改善のための参考資料【中学校技

術・家庭】』の「評価規準の設定例」に基づ

き，本研究課題を達成するための技術分野３

年間指導計画及び学習指導案の事例を提案

した。 
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(3)2014 年度研究第２年次報告書 

第１部は，研究分担者の人見・大谷・二宮

の執筆により，ITEEA の概要と，第 76 回

ITEEA年次大会（2014年 3月 27～29日に

開催）の調査報告，STEM教育に視点を当て

た報告である。 

第２部は，研究分担者の磯部と研究代表者

で，「教科 Design and Technologyからのイ

ングランド STEM 教育の関する現地調査」

報告である。なお，サイエンス，テクノロジ

ー，エンジニアリングの関係性については，

上野晴樹（2006:p.5)で述べられているように，

我が国と欧米とでは，異なる解釈がされてい

る事例が多いことに十分留意する必要があ

る。特に，同第６部で述べた大橋（2006）の

指摘に留意したい。我が国の「工学」は，

engineering に関わる「学問」に対応すると

解釈されることが多い。一方，欧米の 

engineering は，エンジニアとしての「専門

職（社会的意義・役割・責任を含む）と仕事」

そのものを指す場合が多い。そこで，本稿で

は，両概念の特徴を生かすために，我が国の

「工学」を意味する表記と，欧米の「エンジ

ニアリング」を意味する表記とを区別し，表

記することとする。 

欧米では，「Research―Development－Design－

Production－Usage & Maintenance」の軸上では，

「サイエンス－テクノロジー－エンジニア

リング－テクニック」で位置づけられている

場合が多い。欧米では，科学・技術をエンジ

ニアリングにより，現実社会や日常生活で

人々に利用される装置，システム，情報等を

デザイン（設計・製作・処理等を含む）して，

人々に活用される。エンジニアは，テクノロ

ジーの正と負，リスクの程度を見極め，社会

安全に対する重責を担い，高い倫理観で役割

を担う。 

一方，我が国では，サイエンスとテクノロ

ジーとの中間に位置するのが，「工学」であ

る。工学は，数学と自然科学の知識を活用す

る「学問体系」であるという解釈が多い。日

本では，「基礎から応用へ」，「学問から実践

へ」の軸で位置づける解釈が多く，軸上では，

「サイエンス（サイエンティスト）－工学（高

等教育機関等は工学者，企業等ではエンジニ

アと呼称される場合が多い）－テクノロジー

（「テクノロジスト」の名称はほとんど用い

られない）／テクニック（テクニシャン，技

能者）」と位置付く解釈が多い。欧米の STEM

やSTEAM(Science, Technology, Engineering, Arts and 

Mathematics)概念と，我が国における両概念の

運用には，十分な留意が必要である。 

第３部は，『2014 年実施のイングランドのナ

ショナルカリキュラム「 Design and 

Technology」と「Computing」の改訂に対す

る STEM 教育運動の影響』で，主たる成果は，

日本産業技術教育学会誌第 56 巻第４号

pp.1-12（2014）に掲載した，  

第４部は，研究分担者の磯部が参加した，

テクノロジー教育研究に関わる隔年開催の

第８回国際会議（2014 年 11 月 26日～29日，

シドニー，オーストラリアで開催）報告をま

とめた。 

第５部は，第１年次報告書に掲載した一連

の実践研究を，「技術科の教科固有の育成す

べき資質・能力に対応した学習評価規準と評

価方法の実践研究」としてまとめた。 

(4)2015 年度研究第３（最終）年次報告書 

第２章・第３章では，科学教育，数学教育

と，技術・エンジニアリング教育の概念と学

習プロセスの連携について研究成果をまと

めた。第４章では，防災・エネルギー・リス

ク評価リテラシー育成の視座から見た技術

に関わるガバナンス教育の研究成果をまと

め た 。 第 ５ 章 で は ， STEM 教 育 と

Computational Thinking 重視の科学・技

術・エンジニアリング教育の連携について，

日本・イングラインド・アメリカの比較教育
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の視座からまとめた。第６章では，本研究課

題と，技術イノベーション，技術ガバナンス

の関係についてまとめた。第７章では，アメ

リカ ITEEA のＩ３（Inquiry, Innovation, 

Invention） 教材について，STEM教育の視

点からの国家政策的要請，学習の「鍵概念」

と「鍵プロセス」に着眼し，教材構成，教材

の役割と意義について，2015 年８月中教審教

育課程企画特別部会論点整理で提案された

育成すべき資質・能力の「三つの柱」との関

連でまとめた。 
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の『ひと・もの・こと』とかかわる学習を

通して～」，文部科学省研究開発学校（2007

～2009 年度）最終年次研究紀要，110p． 
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